
主な年中祭典行事

1月 1日  歳旦祭

5日 新年寛宴祭

7日  白馬奏覧神事

14日  御棚会神事

15日  御粥神事

16日 武射神事

初卯日 初卯神事

成人の日 成人奉告祭

2月 3日 節分祭

11日  紀元祭

24日  さんやれ祭

2月 の2番 目の子の日 燃灯祭

3月 3日 桃花神事

4月 3日 土解祭

21日 摂末社春祭

29日  昭和祭

第2日 曜日 賀茂曲水宴

5月 1日 競馬会足汰式

5日 競馬会神事

12日 御設、御掃除、

神御衣献進祭

15日  賀茂祭 (葵祭)例祭

17日  献茶祭

6月 10日  御田植祭

30日 夏越祓

7月 1日 御戸代会神事、

御戸代能

9月 8日 鳥相撲内取式

9日 重陽神事、鳥相撲

仲秋 賀茂観月祭

10月 1日 安曇川献進祭

17日  神嘗奉祝祭

20日  皇后陛下御誕辰祭

第3日 曜日 笠懸神事

11月 3日 明治祭

12日  御設、御掃除、

神御衣献進祭

13日  相嘗祭

15日  七五三詣 (11月 中)

21日  j●末社秋祭

23日 新嘗祭

12月 23日  天長祭

31日  大祓式、除夜祭

毎月 1日 月次祭

(lB、 1月 及 7月は 15日 )

■
上
賀
茂
神
社
維
持
会

入
会

の
ご

案
内

上
賀
茂
神
社
を
崇
敬
し
お
護
り
す
る
左
記
の
各
種
の
維
持
会
を
結
成
致
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
入
会
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
式
年
遷
宮
奉
賛
会

（五
千
円
以
上
の
ご
奉
賛
を
お
願
い
し
ま
す
）

一
、
日
供
講
会

（年
額

　
一
□
　
　
　
一二
千
円
）

一
、
献

灯

〈
〓
（年
額

　
一
□
　

一
万
五
千
円
）

一
、
出
不
敬

△
〓
（年
額

　
一
□
　
個
人
会
員
五
千
円
以
上
、
法
人
会
員
三
万
円
以
上
）

一
、
曲
水
宴
保
存
会

（年
額

　

一
□
　

一
万
円
）

●
御
入
会
は
随
時
、
何
□
で
も
申
し
受
け
ま
す
。

●
御
入
会
者
に
は
葵
祭
を
は
じ
め
各
祭
典
の
ご
案
内
並
に
社
報

「上
賀
茂
」
を
お
送
り

し
ま
す
。

●
詳
し
く
は
当
神
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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交通案内
●市バス

京都駅よりO西賀茂車庫行、御薗橋下車

又は①上賀茂神社行、終点下車

三条京阪及四条河原町よりO西賀茂車庫行、

御薗橋下車

二条駅よりの上賀茂神社行、終点下車

●京都バス

京阪出町柳駅より 市原 京都産大行、

上賀茂神社前下車

●地下鉄

北大路駅より、市バス咽]京都産大行、

御薗□町下車

●タクシー

京都駅より25分 、地下鉄北大路駅より5分

翻
　

御
祭
神
　
厄
除

明
神

賀

茂

別

繭
田

神

御
神
徳
　
厄
除

・
方
除

・
八
方
除

・
電
気

の
守

り
神

御
由
緒

神
代
の
音
、
本
殿
の
北
北
西
に
あ
る
秀
峰
神
山
に
御
降

臨
に
な
り
、
天
武
天
皇
の
御
代

（六
七
八
年
）
現
在
の
本
殿
に

御
鎮
座
に
な

っ
た
。
御
鎮
座
以
来
広
く
人
々
の
信
仰
を
集
め
、

特
に
皇
室
の
御
崇
敬
は
歴
代
に
わ
た
り
、
行
幸
啓
は
枚
挙

に
い
と
ま
あ
ら
ず

、
国
家
の
重
大
事
に
は
必
ず
奉
幣
御
祈

願
が
あ

っ
た
。

『延
喜
式
』
で
は
名
神
大
社
に
列
し
、
の
ち
山
城
国

一
ノ

宮
と
し
て
尊
崇
せ
ら
れ
、
明
治
以
後
終
戦
ま
で
宮
幣
大
社

と
し
て
伊
勢
の
神
宮
に
次
で
、
全
国
神
社
の
筆
頭
に
位
し
た
。

社
　
殿

本
殿
　
協
朋
東
西
に
並
び
建
ち
、
共
に
流
れ
造
の
典
型

と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
文
久
三
年

盆

八
本

こ

の
造
替
で
、
他
の
側
諦
舎ゃ
、
通
廊
等
四
十
二
棟
の
建
物
は
、

お
お
む
ね
寛
永
五
年

２

六
二
八
）
の
再
建
で
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
又
、
境
内
全
域
は
平
成
六
年

盆
九
九
四

十

二
月
十
七
日

「
古
都
京
都
の
文
化
財
」
の

一
つ
と
し
て

ユ
ネ

ス
コ
が
制
定
す
る
人
類
共
有
の
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
。
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ニユ
　
砂

ニ
ノ
鳥

居
を
入
る
と

、
細
殿

の
前

に

一
対

の
立
砂
が
あ

る
。
円
錐
形

の

麗
し

い
御

神
体
山

で
あ

る
神
山
を
か
た
ち
ど

っ
た
も

の
で

一
種

の
神
離

（神
様
が
降

り
ら
れ

る

憑
代
）

で
あ

る
。
鬼
門

、
一襄
鬼
門
に
お
砂

「
清
め

の
お
砂
」
を
ま
く

の
は

こ
の
立
砂

の
信
仰
が
起
源

で
あ

る
。

祭
　
祀

賀
茂
祭

（葵
祭
）
勅
祭
五
月
十
五
日

欽

明
天
皇

の
御
代

金
八
世
紀
）
天
下
風

雨
順
な
ら
ず

、
庶
民
大

い
に
嘆

い
た

の
で
勅

し
て
う
ら
な
わ
し
め
給
う
た
と

こ
ろ
、
賀
茂
大
神

の
崇
り

で
あ

る
と

判

っ
た
。
そ

こ

で
馬
に
鈴
を
か
け
走
ら
せ
祭
祀
を
行

っ
た
結
果
、
五
穀
成
熟
し
て
天
下
泰
平
と
な

っ
た
。

こ
の
こ
と

に
よ
り
毎
年

国
家
的
な
行
事
と

し

て
祭
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

。
こ

れ
が
賀
茂
祭

の
起
源

で
あ
る
。

神
前
に
葵
を
献

じ
、
全
部

の
社
殿
に
は
葵
を
飾
り

、
奉
仕
員
全

て
葵
を
着
け
る
の

で
葵
祭
と

も

い
う
。
平
安
時
代

は
殊

に
盛
ん

で
あ

っ
て
、
「
ま

つ
り
」
と

言
え
ば
葵
祭

を
指
す
ほ
ど

で
あ

っ
た
。
現
今
は
五
月
十

五
日
、
皇
室
よ
り
勅
使
を
御
差
遣
に
な
り
、

旧
儀

に
よ
り
行
わ
れ

る
。
そ

の
行
列
は
近
衛
使
代
を
中
心
に
牛
車

、
花
傘
、
斎

王
代

列
な
ど
総
勢

五
百
名
、
列

の
長
さ
は
八
百
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ

。

先
づ

、
午
前
京
都
御
所
を
出
発

、
下
鴨
神
社

に

て
祭
儀
を
行

っ
た
後

、
再
び

行
粧

宅
建
、え
纂̈

そ̈墳

茂
川

の
堤
を
北
上
し
、
午
後
当
神
社
に
到
着
。
勅
使

の
御
祭
文
奏
上
、

牽

馬
、
東
漕

、
走

馬
等

の
儀
が
約

二
時
間
に
わ
た

り
、
古
儀

の
ま
ま
行
わ
れ

る
。
清

ら
か
な
流
れ
と

、
新
緑

の
境
内

で
行
わ
れ

る
こ
の
祭
儀

の
有
様
は
、
さ
な
が
ら

王
朝

絵
巻
を
見
る
が
如
く

で
あ
る
。

競
馬
会
神
事

　
五
月
五
日

堀
河
天
皇

の
寛
治
七
年

（
一
〇
九

三
年
）
に
始
ま
る
。
早
朝
よ
り
頓
宮
遷
御
、
菖
蒲

Ю
眼
合
せ
等
が
行
わ
れ
る
。
乗
尻

（騎
手
）
は
左
右
に
分
れ
、
左
方
は
打
毬

、
右
方
は

狛
鉾

の
舞
楽
装
束
を
着
け
、
馬
に
乗

っ
て
社

頭
に
参
進
す
る
。

勧

盃
、
日
形
乗
、
月
形
乗

、
修
祓

、
奉
幣

の
儀
を
行

い
、
次

い
で
馬
場
に

て
順
次

競
馳
す

る
。
そ

の
様

子
は

『徒
然
草
』

な
ど

に
も
よ
く
書
か
れ

て
い
る
。
蓋

し
天
下

の
壮
観
で
あ
る
。
京
都
市
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
。
こ
れ
に
先
だ
ち
、
五
月

一
日
に
は
、

五
日
の
競
馬
に
出
場
す
る
馬
足

の
、
優
劣
を
定
め
る
足
汰
式
が
あ
る
。

夏
　
越
　
祓
　
一ハ
月
三
十
日

夕
闇
が
迫

る
頃
、
茅

ノ
輪
を
く
ぐ

る
人

で
境
内
は
賑
わ
う

。
所
々
に
箸
人
が
焚
か

れ
雅
楽
が
奏

で
ら
れ
る
な
か

、
橋
殿
よ
り
大
祓

詞

の
奏
上
と
と

も
に
、
人
形
が

な
ら

の
小
川
に
投
ぜ

ら
れ

、
祈
願
者

の

一
切

の
罪
物
が
祓

い
清
め
ら
れ
る
。
当
神
社

の
夏

越
祓

は
古

く
よ
り
有
名

で
、
次

の
百
人

一
首

の
な
か

の
う
た
は
鎌
倉
時
代

の
当
神
社

の
夏
越
祓

の
情
景
を
詠

っ
た
も
の
で
あ

る
。

風
そ
よ
く

な
ら

の
小
川

の
夕
ぐ
れ
は

み
そ
ぎ
ぞ

夏
の
し
る
し
な
り
け
る

藤

原
　
家
隆

鳥
　
相
　
撲
　
九
月
九
日

菊
花
を
献
じ
無
病
患
案
を
祈
願
す

る
重
陽
神
事
を
了
え

て
後

、
細
殿

の
前
庭
に

て

籍罐牌肛併は昼れ貰帥琲姉純嚇脚』疏酬徊輻ぴ桜御躙訂呻靱剥鵡既腱計儒

臨
説
に
由
来
し
、
細
殿
に
て
葵
祭
に
奉
仕
さ
れ
た
斎

王
代
が
御
覧
に
な
る
。
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